
 感染防止対策の基本の徹底継続
 「人との距離（できるだけ2メートル、最低1メートル）の確保」、「マスクの着用」、

「手洗い・手指消毒」、「3密（密閉・密集・密接）だけでなく、1密でも回避」、
「体調不良の時は、全ての行動（出勤、通学）をストップと周りの方の健康状態の
迅速な確認について、職場、学校、家族で徹底を！」、

 「熱中症予防とコロナ対策の両立を！
（マスク着用時は激しい運動はやめ、小まめに水分補給。エアコン稼働時でも十分な換気を徹底。）」

 「出水期に備え、マスク、消毒液、体温計など災害時の避難所生活におけるコロナ対策
の準備を！」

 ワクチンを接種した方も、発生予防効果は高いものの100％ではないため
決して油断せずに、上記の基本的な感染防止対策の徹底を！

 飲食店等に対する営業時間の短縮
 7月4日（日）まで、営業時間を5時から21時までに短縮してください！

 酒類の提供は11時から20時までとしてください

 カラオケ設備を提供する場合の飛散防止対策を徹底してください

 「不要不急の外出」「県をまたぐ移動」 「飲食」に関する自粛
 外出は必要性と安全性を慎重に検討し、空いた時間と場所を選びましょう

 帰省や旅行などは慎重に検討。特に、愛知県をはじめ緊急事態措置区域及び
まん延防止等重点措置区域への不要不急の移動は極力避けてください！

 自宅を含め、大人数・長時間での飲食は自粛してください！

 同居家族以外の大人数のバーベキューは屋外や自宅であってもやめましょう！

 営業時間短縮の要請に応じていない飲食店等の利用は自粛してください！

 カラオケの際には、「マスクカラオケ」を徹底してください！

 イベント等の開催制限
 収容率は、大声での歓声・声援がある場合50％以内

 上限人数は、5,000人又は収容定員50％以内のいずれか大きい方（上限10,000人）

6月20日に 岐阜県へのまん延防止等重点措置は解除されることが決定しました。
市民の皆様、事業者の皆様の感染拡大防止のための取組によって、市内の新規感染者は減少

し、6月からは毎日数人程度となり、約2カ月ぶりに感染者ゼロの日も確認されるようになりま
した。人口10万人あたりの新規感染者数（7日間移動合計）でも、6月17日時点で、2.70人と
国の基準のステージⅡまで下がってきています。
また、新規感染者数の減少に伴って、医療機関の病床使用率も徐々に下がり、6月17日時点

で、岐阜圏域では28.0％とステージⅡの水準に近づきつつあり、感染力の強い変異株によって
急速に拡大した第4波もようやく終わりが見えてきました。
このような状況から、 岐阜市独自の緊急事態宣言は解除することとします。
休館していた公共施設は21日から開館し、ぎふ長良川鵜飼も開幕します。
今後、感染防止の切り札となる新型コロナワクチン接種も、高齢者の方から一般の方への接

種に移行していきますが、これから社会経済活動を行うにあたって、人流が増加し、これまで
徹底してきた感染防止対策を緩め、一人ひとりの感染防止対策に隙が生まれれば、再度感染が
拡大することは他県の例をみても明らかです。今よりも、さらに感染力の強い変異株が拡がる
ことも懸念されます。引き続き、皆さま一人ひとりの感染防止対策の基本の徹底をお願いしま
す。

令和３年6月18日 岐阜市長 柴橋 正直

市民の皆様・事業者の皆様へ
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